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第24回鍛造実務講座

「鍛造と他の加工法との複合化による高精度化と低ヨス帰化」

開催される

去る2月26・27の両日に第24回鍛造実務講座は，旭サナック㈱殿／尾張旭市において開催された。「鍛造

と他の加工法との複合化による高精度化と低コスト化」のテーマのもとに11題の講演がなされ，約130名が

参加した。

第一日日は，7題の講演が，第二日目は，午前中に4題の講演が，午後から講師全員による技術コンサル

ティングが行われた。

今回の実務講座では，日頃，鍛造の実務に従事されている講師の方々から，トータルコスト低減の観点に

立った，加工法の複合化による高精度化と低コスト化を図った事例が多数報告され，参加者の今後の業務に

おける問題点の解決に大いに参考となると思われた。

また，技術コンサルティングでは，参加者からの質問に対する技術指導が一通り行われた後，鍛造技術者

の育成について討論が行われた。講師の方々からは，今後の鍛造技術の発展に明るい材料となるような心強

い意見が多く述べられた。

その後，会場を提供していただいた旭サナック㈱殿の庄造機械・塗装機械の工場，並びに庄造・塗装業界

でユニークな存在となっている庄造技術センター・塗装技術センターの見学が行われた。

工場見学に際し，挨拶をされる甘利社長 圧造機工場



圧造技術センター 塗装技術センター

講演テーマと講師（所属）は以下の通り。

1．精密冷間鍛造と，それを支える切削加工／沢井謙一（アイコクアルファ）

2．後工程を考慮した高精度冷間鍛造について／間宮幹雄（旭サナック）

3．エンジンバブルの各種製造法／岩瀬　悟（愛三工業）

4．オースフォーミングを利用したSUS630の鍛造技術の開発／五十川幸宏（大同特殊鋼）

5．鋳造鍛造プロセスによるアルミニウムロードホイールの実用化／上野完治（日産自動車）

6．自動車部品における複合加工技術の事例／藤井敬之（デンソー）

7．冷鍛歯形成形技術の実用化／横尾芳樹（トヨタ自動車）

8．鍛造品の複合加工技術と方向性／永岡宣人（第一鍛造）

9．自動車部品における複合加工の事例／小沼　智（愛知製鋼）

10．メタルアートにおける精密鍛造の現状と今後の取り組みについて／長谷川平一（メタルアート）

11．熱間鍛造と回転成形の組合わせによる複合成形の事例／護法良憲（ゴーシュー）

第26回総会瑠　第63回研究集会

「歯車鍛造いま習　これから」

開催される

総会並びに研究集会は，去る6月20日（金），立命館大学理工学部びわこ・くさつキャンパス，並びに㈱メ

タルアートに於いて開催され，約100名の参加者があった。

プログラム：

9：30～9：40　主査挨拶／近藤一義（名古屋大学工学部）

9：40～10：15　分流方式による精密歯車鍛造／大賀喬一（沼津工業高等専門学校）

10：15～10：50　高性能潤滑剤の摩擦試験法／ンガエル（熊本大学工学部）

10：50～11：25　多軸駆動プレスによる新しい鍛造法／小坂田宏造（大阪大学基礎工学部）



11：25～12：00　複合鍛造による歯車の現状とこれからの歯車鍛造／長谷川平一（メタルアート）

12：00～12：15　㈱メタルアートの会社紹介／長谷川平一（メタルアート）

12：15～12：50　昼食休憩

12：50～13：40　第26回総会

特別講演「わが国の産学交流の新展開について」／田中道七（立命館大学総合理工学

研究機構長）

13：40～14：40　大学施設見学

14：40～15：00　メタルアートへ移動

15：00～17：00　メタルアート本社工場見学

柳井社長挨拶

工場見学

質疑応答

17：00～　　　　バスにてJR南草津駅経由立命館大学へ

研究集会においては田中先生の特別講演が拝聴できたこと，古代の製鉄コンビナート木瓜原遺跡を見学で

きたことなどが従来にない特色でした。

工場見学は㈱メタルアートに移動して実施されました。同社本社工場においては，自動車，建設機械，産

業機械などの歯形をもつ部品，ヨーク，クランクシャフトなど

の熱間鍛造を主務としていました。熱間鍛造プレス9台（1600

～4000t），冷間鍛造プレス4台（400～1250t）などが主たる加

工機のようでした。歯形鍛造において，将来は精度2～3級を

目指したいこと，歯すじ誤差が問題なこと，タラウニングの成

形が難しいこと，ヘリカルギアは平歯車よりも市場が大きく期

待していること，1万個に1～2個の割合で生じる欠陥対策が

必要になること，高品質鍛造を目指すが，ある程度の除去加工

（シェービング等）の併用はあり得ることなどの説明がありま

した。見学においては希望者全員の参加が認められ，また，見

学，質疑応答とも親切に対応して頂きました。具体的事項の質

問が多かったにもかかわらず，大変友好的に応答して下さいま

した。

立命館大学殿並びに㈱メタルアート殿のご好意に謝意を表し

ます。

メタルアート主製品

逆勾配インポリュートスプラインミッションギア



班の研究会

ホテルセントノーム京都（京都市両区竹田街道入る，TelO75－682－8777）において，平成9年6月19日（木）

に，班の研究会が開催された。

鍛造材料研究班（第1室，13：00～15：00）

（1）高強度熱間鍛造用鋼の開発／岩間直樹（愛知製鋼㈱第一開発部）

（2）最近の歯車用材料の開発状況／西田和彦（住友金属工業㈱条鋼部）

（3）新しい冷鍛用肌焼鋼の開発／紅林　豊（大同特殊鋼㈱構造材料研究所）

（4）冷間鍛造用線材の開発／長谷川豊文（㈱神戸製鋼所条鋼開発部）

鍛造CAE／精密鍛造理論研究班（第2室，13：00～15：00）

（1）対角マトリックスを用いた三次元剛塑性有限要素法／森謙一郎（大阪大学基礎工学部）

（2）メッシュレス弾塑性解析の可能性／落合芳博（近畿大学理工学部）

（3）分流方式による内歯ヘリカルギアの精密鍛造／近藤一義（名古屋大学工学部）

（4）インドにおける精密鍛造事情／篠崎善太郎（機械技術研究所）

鍛造のエコロジー研究グループ（第1室，15：10～17：10）

（1）温・熟間フォーマによる精密成形と材料節約の事例／松井正贋（㈱阪村機械製作所）

（2）潤滑剤塗布における作業環境の問題点／森　幹（㈱アチソン）

（3）今後のグループ活動について

高温精密鍛造／工具表面研究班（第2室，15：10～17：10）

（1）エンジンバルブ熱間押出し用セラミック型の開発／岩瀬　悟（愛三工業㈱）

（2）熟間スどこング加工による航空機用リングの製造技術／江崎潤一（大同特殊鋼㈱，素形材事業部）

（3）熱間鍛造型の複合硬質被膜の型寿命性能評価試験例について／臍木弘行（熊本大学工学部）

円本塑性加工学会国際精密鍛造セミナ岬報告

1996年10月に米国コロンバスで開催された第5回国際塑性加工会議（5thICTP）で，工藤英明教授とタイ

ラン・アルタン教授に日本塑性加工学会精密鍛造国際学術賞は授与されました。この賞は㈱ニチダイ殿の寄

付による基金によるものですが，賞に関連する事業として本セミナーは，日本ならびに世界各国から若手研

究者，技術者を約30名招待して開催されました。

1．プログラム

3月30日（日）18：00～21：00　招待者，講演者受付／千里阪急ホテル



3月31日（月）8：30～21：00　講義／大阪大学基礎工学部シグマホール

8：30～8：45

8：45～10：00

10：00～10：30

10：30～11：30

11：30～12：00

12：00～13：30

13：30～14：15

14：15～15：00

15：00～15：30

15：30～16：15

16：15～16：45

16：45～17：30

開会式

精密鍛造の概要　小坂田宏造（OsakaUniversity）

休憩

冷間鍛造における潤滑摩擦　N．Bay（TechnicalUniversityofDenmark）

温熱間鍛造における潤滑摩擦　済木弘行（KumamotoUniversity）

昼食

上界法　B．Avitzur（LehighUniversity）

有限要素法　森謙一郎（OsakaUniversity）

休憩

鍛造用鋼材の変形抵抗　三木武司（NipponSteel）

冷間鍛造における延性破壊　B．Dodd（ReadingUniversity）

小坂田研究室見学

4月1日（火）8：30～21：00　講義／大阪大学基礎工学部シグマホール

8：30～9：30

9：30～10：00

10：00～10：30

10：30～11：00

11：00～12：00

12：00～13：30

13：30～14：30

14：30～15：30

15：30～16：30

16：30～17：00

17：00～17：30

19：00～21：00

軸受け生産における精密鍛造　G．Lahoti（Timken）

精密鍛造用金型　黄展群（Nichidai）

休憩

横型鍛造機による鍛造例　出口　寛（SakamuraMachinery）

新しい鍛造方法　Z．R．Wang（HarbinInstituteofTechnology）

昼食

鍛造における製品精度の向上方法　近藤一義（NagoyaUniversity）

鍛造工程の最適化　T．Altan（OhioStateUniversity）

自動車生産における鍛造の最近の開発　岩間龍郎（ToyotaMotor）

冷間鍛造プレス　中野隆志（AidaEngineering）

アルミの鍛造　N．Bay（TechnicalUniversityofDenmark）

工藤教授の受賞記念講演および意見交換会

4月2日（火）6：30～20：00　見学／トヨタ自動車衣浦工場，産業技術記念館

4月3日（木）8：20～20：00　見学／阪村機械，ニチダイ

2．参加者　総数140名

招　待　者　32名（日本10名，中国6名，韓国3名，ドイツ2名，イギリス2名，アメリカ，オラ

ンダ，ロシア，スロベニア，イタリア，タンザニア，台湾，インド，メキシコ

各1名）

講　演　者　16名（招待者2名を含む）

運営委員　　6名（講演者2名を含む）



鍛造分科会　53名（招待者，講演者，運営委員　計9名を含む）

般　　45名

参加者全島　大阪大学基礎工学部にて

招待者，トヨタ自動車にて



3．参加者からの感想文（抜）

（1）宇都宮　裕氏（大阪大学工学部）

JSTP国際精密鍛造セミナーの最初の2日間（3月31日～4月1日）は，大阪大学基礎工学部∑ホー

ルにて精密鍛造に関する講演会が行われました。初日は主に精密鍛造の基礎や背景についての講演があ

りました。関口先生の挨拶の後，小坂田先生の精密鍛造全般にわたる総括的な講演を皮切りに，Bay先

生と済木先生から最近のトライボロジーの研究の紹介がありました。また午後は解析法として，上界法

がAvitzur先生から，剛塑性有限要素法が森先生から紹介されました。休憩の後，材料に関する話題と

して新日本製鉄の三木氏による鍛造素材の変形抵抗とDodd先生による延性破壊に関する講演が行われ

ました。これら1日目の講演は，私のように若干研究分野が異なる研究者でも精密鍛造に関する体系的

な知識を得るのにまたとない機会でした。また世界的な第一線の研究者から直接講義を受けられること

は，特に若手の研究者にとって非常に刺激的でした。1日目の講演後には，小坂田研究室の最新の実験

装置や現在行われている研究の一端を見学する機会が設けられました。そのなかではコンテナを駆動す

る閉塞鍛造加工の実演とレーザプロトタイピング装置が特に興味深く，見学者の注目を集めていました。

夕食後には招待者各々の自己紹介書が配布され，全員の簡単な自己紹介と意見交換が行われました。

2日目の4月1日は，前日より先端的な技術についての講演が行われました。Timken社のLahoti氏

はベアリング生産における精密鍛造の事例を報告されました。続いてWang先生はハルビン工業大学に

おける最近の研究を紹介されました。なかでも板をサッカーボールのように組み合わせて互いに溶接し，

パルジ成形で球殻とする方法は特に聴衆の関心を集めていました。午後には近藤教授による分流方式の

鍛造法や頭のないハット型製品の加工法，瓜tan先生によるプロセス設計の最適化，アイダエンジニア

リングの中野氏による最近のプレス機械，Bay先生によるアルミニウムの鍛造など最新の技術が次々と

紹介されました。またニチダイのWang氏からはダイ製造技術，阪村機械製作所の出口氏からは水平型

フォーマ一，トヨタ自動車の岩間氏からは最近の鍛造技術の動向の紹介があり，これらは引き続き後日

行われた見学ツアーの予備知識を得るのにも好都合でした。2日日の夕食後には，工藤先生のキーノー

ト講演が行われました。この講演では，産業の中からどのようにして問題点を抽出し，どのように解決

したかについて時系列に紹介がされましたが，問題に対するアプローチの仕方には普遍的なものがあり，

それは若い研究者にとって有益であると同時に，研究に対する刺激を与えるものでした。

2日間を通じて講演に対する質疑応答や意見交換は活発に行われましたが，海外からの研究者の方が，

日本人研究者よりもより積極的であり，その点ではやや残念な印象を受けました。本セミナーは朝から

晩までタイトなスケジュールではありましたが，ここでは得られた知識や人的関係は他の機会では得難

いものであったことを確信します。特に世界各国から若手研究者を一同に招待するセミナーはこれまで

に例がなく，このセミナーで知り合った研究者とはその後も電子メールなどを用いで情報交換をさせて

頂いております。

最後に本セミナーを経済的にご支援頂いたニチダイと組織委員会のメンバーの方々のご尽力に謝意を

表します。



（2）大津　雅亮氏（大阪大学基礎工学部）

トヨタ自動車を訪問して（4月2日）

宿泊していたホテルは大阪の千里でありトヨタ自動車の衣浦工場まではバスで4時間ほどかかるため，

ホテルを出発したのは朝6時半でした。朝早かったにもかかわらずみんな元気で車内もにぎやかでした。

トヨタ自動車に到着したのは11時過ぎ，どうしてもトヨタの文字が入っている看板と一緒に写真を撮り

たいとの要望があり，建物の上にあるトヨタの看板が入るようにして全員で記念写真を撮りました。

衣浦工場では歯車の精密鍛造やクランクシャフトの熱間鍛造などを行っていました。生産ラインはか

なり自動化されており，最適に配置されていたことがとても印象的でした。さらに，安全を非常に重視

しており，消防車が入れるように大きな通路を確保していることには驚きました。また工場内は非常に

クリーンで，今まで見学した工場の中でも最もきれいな鍛造工場ではないかと思います。

工場見学の後はJR名古屋駅の近くにある産業技術記念館を見学しました。自動織機や自動車に関する

展示物が多数あり，コンロッドの熱間鍛造を実演していたり，自動織機を実際に運転してもらえたため

大変興味深かったです。自動車のオートマチックトランスミッションのしくみやディファレンシャルギ

ヤの働きなど自動車が走る，曲がる，止まる仕組みの解説などが展示してあり，みんな興味深く見学し

ていました。

帰りのバスの車内でも，今回のセミナーについての感想を述べあったり，これからの研究姿勢をどう

するべきかなどの質問に対して招待された各先生方に意見を述べてもらうなど活発な議論ができて大変

有意義でした。

（3）吉相　英徳氏（大阪大学基礎工学部）

阪村機械製作所，ニチダイを訪問して（4月3日）

JSTP国際セミナーの最終行事として，㈱阪村機械製作所および㈱ニチダイにおいて見学会が行われ

ました。一日の間に2社をまわるというハード・スケジュールにも関わらず，両社には親切に案内して

いただき，招待者の方々は非常に喜んでおられました。

阪村機械製作所では，冷間，熟間フォーマーの製作現場を見せていただきました。工具の保管・交換，

熱処理，トランスファーなど至る所に最先端技術が組み込まれており，招待者全員熱心に見学されてい

ました。阪村グループは5社から構成されており，各社によって役割が分けられているため，工場内も

整然として働きやすい環境であると思われます。見学後の質疑応答では阪村社長自ら黒板に向かって御

説明下さるなど，鍛造における高精度化，生産性の向上に対して非常に活発な議論がなされました。

午後からはニチダイに場所を変え，工具および鍛造部品の製造の見学が行われました。単なる工具メ

ーカーではなく鍛造部品の生産も行うことによってノウハウを蓄積し，一層の晶質向上に努められてい

るところが印象的でした。ニチダイにおいても見学後にフリーディスカッションがあり，社長が挨拶さ

れましたが，次回の見学会を行うときには英語で話せるようになっておくとおっしゃられ，活力ある社

風の原動力を生み出されているのだと感じました。

いずれの社においても，製品の品質・生産性の向上のために研究・開発がかなり行われており，世界

をリードする技術，活力を備えた会社であると強く感じられました。最先端技術に触れる機会を与えて

くださった阪村機械製作所・ニチダイの方々，本当にありがとうございました。



（4）Mr．VidKRUSIC（IskraAvtoelektrikaNovaGoricad．d．／スロベニア）

Theseminarisveryusefulandimportantforyoungresearcher・Myopinionisthatforthenextmeetingitis

possibletogetmorelectures丘・Omthetoplevelofthecoldforgingindustry．Theratiobetweenthelecturesfrom

universityandindustrywouldbe50：50・Anywaythismeetinghasbeenverysuccessfu1andtheorganizationhas

beenexcellent．Thankyouonemore．

（5）Mr．MogensARENTOFT（Tbch．Univ．ofDenmark／デンマーク）

MyimpressionsfromthelstJSTPseminarinOsaka1997

SemblarOt4bndqyandThuysdb）：IfeelthatweyoungresearchersweregiVenaveryspecialopportunitytoobtain

SOmeinterestingknowledgefromtheexperiencedlecturesinprecisionforging，Notonlythroughatextbook，but

bylectureswhichturntheeducationintoatwo－WaySCOmmunication．Ifeltthatthelevelofthelectureswascorrect．

BesidesthebackgroundgiventhroughkeynotelectureSintheareaofprecisionforgingsomeveryspeciacdevelopments

Weredescribede・q・thepressfromAidaorthetrendsatTbyota．

Visiis：Thecombinationoflecturesandvisitstointerestingforgingplants，dieproducersandpressmanufactures

madetheseminartoatotal－eXPerience・Ibelievethatwesawsomeofthemostinterestingcompaniesintheworld

relatedtoprecisionforging・InthiscaserepresentedbytheverycontrolledandcleanprOductionatTbyota，the

VeryadvancedhorizontalpressesatSakamuraandthecomplexdiedesigntechniquesatNichidai．

Thehosi：ThewholetriptoJapanhasbeenplannedandorganisedbyJSTPintheabsolutebestway．Nearlyevery

minutehasbeenplanned，SOtheoutputofseminarhasbeensohighaspossible．Generallyaverykindandhelpfu1

mind血■OmallJapanesehasmeetmeduringmystayinJapan．

CausedbytheverysuccessfulseminarIhavenosuggestionsforimprovementoftheseminar・FinallyIwantto

expressmydeepestthanksforgivenmetheopportunitytoparticipateinthelstJSTPseminar．

（6）Mr・ChristianINSEL（UniversityErlangen－Nuremberg／ドイツ）

MycommentsonthelstJSTPInt．SeminaronPrecisionR）rging．

Inadditiontotheexcellentlecturesandimpressingcompanyvisits，eSpeCiallyIappreciatethatyoumanagedsuch

a＆iendlyandinformalatmosphere・IamsurethatnoneoftheparticipantSeVerhashadthechancetodiscusswith

SOmanyleadingexpertsinprecisionforgin各Whilecorrmonco臆renceallowonly鈷wdmeforpersonaldiscussions，

thewholeJSTPSeminarexistedofsteadydiscussions・Thewholeeventswaswel1－0rganizedandwellprepared．

Manythankstotheorganizers，eSpeCiallytoallthestudentswhowereinvolved！AIsomanythankstoNichidaifor

thefinancialsupportHhopetheJSTPSeminarwillbecomea舟equentevent，gOingmanymoreyoungresearchers

thechancetomeetexpertsandcolleagues血・Omallovertheworld・DomoarlgatOgOZaimasu！

（7）Dr．JinnJongSHEU（NationalChengKungUniv／台湾）

TheimpressionoftheJSTPSeminar

l義NicelecturesgiVenbygoodlecturersinawellarrangedtopics．

2・Ferventdiscussionfromwide－rangedviewpointshadbeenconductedandyoungresearcherswere

encouragedtoexchangeopinionswiththeveryexperiencedresearchersandengineers．



3．AverysuccessfulunderstandingbetweentheparticipantShadbeenachievedthroughtheopendiscussions・

4．Theverywarmreceptionmakeitpossibleofasmoothandsuccessfu1seminar．Thearrangementof

Visitingtoursisgood．

5．Thenumberofparticipantsisverysuitable，aSareSult，theresearcherscandiscusswitheachother

easily．Ifthemembersaretoomany，thegroupdiscussionwillbealmostimpossiblebecausetherewill

betoomanygroups．

（8）Mr．GraciousNGAmE（熊本大学／タンザニア）

IwishtoexpressmysincereappreciationandthanksforinvitingmetotheJSTPinternationalSeminaron

PrecisionForgingwhichwasheldinOsaka（March31－Apri15）．Theseminarwasverybene負cialand血‘uitful・I

greatlyerdoyedlisteningtothelechlreSandthevalud31ediscussions．Tbmyestimationotherparticipantsmust

havefeltthesame．Theseminarwasverygoodandwellorganised，thankstothefounder；SpOnSOnlecturers，and

theorganizingcommittees．Formostofus，itwasaverygoodopportunitytomeetprominentprofessorsand

researchersinthefieldofmetalforming．DiscusslngWiththemmeantalottous．

Ourvisittovariousmanufacturingcompanieswassuperb．Besideslearningthecomplexmanufacturing

processes，takingplaceatthefactories，WeSOmetimesfoundourselvesstuckandpuzzledbythehightechnology

andthehighproductionrate．However；thissimplyjustifiedhowefacienttheJapanesecompaniesare・

Itismyexpectations，thattheobjectivesforthesekindofmeetingsaregolngtObediversified・Perhapsinthe

future，aPartfromimpartingprecisionforgingknowledgetoyoungenglneerS，theseeventswouldalsoactas

forumfordiscussionanddisseminationofotheraspectspertainingtometalformlngteChnologiessuchas：

＊Whichshouldbethebestandstimulatingtopicstobetaughttostudentswhoareexpectedtoworkonmetal

forming丘eld．

＊Paralleltothetechnologicaladvancement，pinpointsomepossibleandbestareasofresearchtobeembarkedetc・

ItwillalSobebettertoincludeasessionwhereparticipants（youngengineers）willbrie且yintroducetheirwork．

Thismighthelpthemgathersomeadvicefromotherparticipantsandinturnbroadentheirscopeof

understandingontheirareaofspecialization．

Lastbutnotleast，thanksshouldalsogototheOsakadaもlaboratorystafEsandotherpersonnelfortheirkind

COOPeration，Withoutthemtheseminarwouldnotbesuchasuccess．

Thankingyouagaln．

（9）Mr．HenganOU（Univ．ofStrathclyde／中国）

TheinternationalseminaronprecisionforgingorganizedbyJSTPprovidedmeanextraordinaryopportunity

fortheshort，SyStematiclechlreSinmostimportantareasofprecisionfo曙inglnmetalforglngprOductions・The

spaceglVenforthemutualcommunication，facetofacedialogueanddiscusSionbetweenthepioneersandpresent

leadingscientistsinmodernformingtechnologywasanuniqueexperienceforme，Whilewillcertainlyhaveahuge

effbctinmyprofessionalcareeriThevisitstoJapaneseprecisionforgingindustryalsoindicatedandsuggestedto

methatmanythingscanbelearned＆omindustrialpracticeforacademicresearches．AnOtherdeeplmPreSSion

leftonmewastheperfectorganizationandJapanesestyleofhospitalityoftheeventandeveryefEortsmadebythe



1ecturesanddifinitelytheorganisors．

Finally，Iwouldliketoexpressmygreatestappreciationstothissuccessfu1internationalseminar．Andallthe

bestwishestoyouall．

鍛造分科会予定

下記の事業を企画中です。日程，会場，プログラム等が決まり次第，別途改めてご案内いたします。是非

ご参加下さい。

◎第25回鍛造実務講座

「精密鍛造技術の新しい展開」

平成9年10月30日（木）～31日（金）ころ

栃木県総合文化センター／宇都宮市宮本町本町1－8，TelO286－43－1000

工場見学：宮本工業㈱船生工場／栃木県塩谷郡塩谷町大字船生9133，TelO2874－7－1122

◎第64回研究集会

平成10年1月30日（金）ころ

北九州市（班の研究会は1月29日（木））

鍛造分科会ニュース　NQ26

発行者　配）日本塑性加工学会鍛造分科会
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